よこした。
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気がつくと、ぼくらは薄暗い倉庫のような所に倒れていた
ハローグッバイって、テレポートのことだったのか……とにかくここを出なきゃ」
ほくらが、出口を探していると、不気味な声がコンクリートの壁に響いた。
「ヒーヒヒヒ、どうした坊やたち。そんなとこにや出口はないぜ」
あわててあたりを見回したが誰もいない。あまりの気味悪さにジェフがブルルと身ぶるい。
ヒーヒヒヒ、俺は透明人間さ」
と、透明人間だって〓こいつ、敵かそれとも味方か……思わずぼくは身がまえた。
●しにチェックがあれば584●なければ…639〓
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●右へまだ行ってない…667ヘ●右へはもう行った568
ぼくらは左へ進んでみた。が、やがて道は行き止まりに。もどるしかないだろう。
●右へまだ行ってない…667ヘ●右へはもう行った568
568へ

